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目的: 放線菌は口腔内常在菌である。多くの感染は口腔内の麟歯や歯周病などの感染から、
血液を介して肺や肝膿療を作ることが指摘されている。今回我々は放線菌の肺膿蕩形
成機序に関する研究をおこなった。
方法 BAL/C マウスに OD1 2"5 X 107/0. 1mlPBS の放線菌を 9、12 週歯肉投与し、血行性
感染による肺膿療の形成の有無を検討した。放線菌の線毛様構造である piln と肺胞
上皮 (A549 細胞)との結合機序を解明するため、各種物質を用いて結合阻害実験を
行った。
結果・考察 BAL/C マウスにおいて 9週投与後 ATC1048 放線菌は肝臓に好中球炎症をきたし、
ATC1049 放線菌は肺膿療をきたした。 12 週投与後 ATC1049 放線菌は肺膿療と肝臓
に好中球炎症をみとめた。
Vivo 実験で放線菌感染症は系によって臓器特異性があることがわかった。
今までの報告より放線菌には piln と呼ばれる線毛様構造があり、 Type1 fimbrae と
Type 2 fimbrae が報告されている。 Type 1 fimbrae は ArgGlyPon のペプチド
を介して主に歯に接着しプラークをつくることが報告されている1)。
Type 2 fimbae はs linked ガラクトースを介して唾液や口腔内上皮や白血球に接着
することが指摘されている 2) 。
我々は気道上皮細胞 A549 に様々な阻害物質を投与し、放線菌の結合減少率をみた。
ATC1049 ではラクトースやガラクトースを負荷すると結合が減少した。これにより
肺への放線菌結合は Type 2 fimbrae を介して行われていることが分かつた。
結論: 放線菌の肺膿蕩の形成において、放線菌の系により肺膿療を形成しやすいものが
あり、放線菌 ATC1049 では Type 2 fimbae がラクトースやガラクトースを介して
気道上皮と結合し肺膿療を形成する可能性が示唆された。
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